
生まれ故郷の中国ではほと
んど無視された『無門関』が、
日本にもたらされた中世から
近現代までになぜこれほど
知られるようになったのか
――日本でこの禅籍がどの
ようにスターダムに押し上げら
れ、どのような影響を与えたの
かを、『『無門関』の出世双
六』（平凡社, 2020）の著者
に解き明かしていただきます。


